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「
子
ど
も
同
士
で
政
治
の
話
を
す
る
の
が

普
通
⁉
」

　

何
気
な
く
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
と
き

の
こ
と
で
し
た
。
自
分
と
の
あ
ま
り
の
差

に
、
そ
し
て
日
本
と
の
大
き
な
違
い
に
驚

い
た
の
で
す
。

　

そ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
若
い
世
代
が
政

治
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の｢

学
校
選
挙｣

を
紹
介

し
て
い
ま
し
た
。
学
校
選
挙
と
は
い
わ
ゆ

る
模
擬
投
票
の
こ
と
で
す
。
学
校
選
挙
の

期
間
中
、
高
校
に
各
政
党
の
政
治
家
が
招

か
れ
て
生
徒
た
ち
を
前
に
政
治
討
論
を
す

る
ほ
か
、
高
校
生
が
校
内
に
設
け
ら
れ
た

各
政
党
の
ブ
ー
ス
で
政
策
な
ど
に
つ
い
て

質
問
を
し
、
各
政
党
の
主
張
や
取
り
組
み

の
比
較
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
各
自

が
支
持
し
よ
う
と
考
え
た
政
党
に
投
票
す

る
の
で
す
。

　

選
挙
権
が
な
い
高
校
生
の
投
票
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
模
擬
投
票
の
結
果
は

各
政
党
の
党
首
も
注
視
し
て
お
り
、メ
デ
ィ

ア
で
大
き
く
報
道
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
高
校
生
が
未
来
の
有
権
者
で
あ

る
か
ら
で
す
。
１
９
８
０
年
代
に
始
ま
っ

た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
こ
う
し
た
主
権
者
教
育

の
効
果
は
、
総
選
挙
の
投
票
率
が
80
％
近

く
と
い
う
非
常
に
高
い
数
字
と
な
っ
て
現

れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で
昨
年
10
月
31
日

に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票

率
は
約
56
％
し
か
な
い
と
い
う
の
に
。

　

｢

選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う｣

。
そ
ん
な
標

語
を
よ
く
耳
に
し
な
が
ら
も
、
大
学
卒
業

ま
で
一
度
も
投
票
所
へ
足
を
運
ん
だ
こ
と

が
な
か
っ
た
自
分
。
周
り
を
見
て
も
、
高

校
・
大
学
時
代
の
友
人
に
投
票
所
へ
足
を

運
ん
だ
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
無
関
心
。

そ
の
と
き
の
自
分
た
ち
は
「
選
挙
な
ん
て

自
分
た
ち
に
は
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
。
こ
の
差
は
ど
う
し
て
生
ま
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
現
代
、
私
た
ち

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
、
好
き

な
も
の
を
見
た
り
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
政
治
の
よ
う
な
難
し
く
感
じ

る
話
題
で
あ
っ
て
も
簡
単
に
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
調
べ

よ
う
と
す
る
人
は
そ
う
多
く
な
い
で
し
ょ

う
。

　

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
か

試
験
勉
強
ぐ
ら
い
で
し
か
政
治
に
触
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
族
や
友

達
と
政
治
に
関
し
て
話
し
た
こ
と
は
あ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
大
人
が
話
し
て
い
る
の

を
、
難
し
い
話
を
し
て
い
る
な
あ
と
思
っ

た
記
憶
が
ぼ
ん
や
り
と
あ
る
だ
け
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
社
会
の
変
革
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

テ
ー
マ
に
盛
ん
に
発
信
す
る
若
者
の
投
稿

を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自

分
に
は
遠
い
存
在
に
思
え
て
、
次
々
に
流

れ
て
く
る
新
し
い
情
報
の
渦
に
巻
き
込
ま

れ
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
私
の
よ
う
な
人
で

も
政
治
に
関
心
を
抱
き
、
投
票
と
い
う
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
―
。
そ

の
答
え
は｢

政
治
、
そ
し
て
選
挙
が
身
近

な
こ
と
で
あ
る
と
実
感
で
き
る
こ
と｣

「
自

分
の
一
票
に
影
響
力
が
あ
る
と
知
る
こ
と
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
見
習
っ

て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
政
治
や
選
挙
権
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
模
擬
投
票
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
日
本
で
も
ぜ
ひ
行
う
べ
き
で
す
。
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
話

す
の
が
当
た
り
前
に
な
る
教
育
こ
そ
、
投

票
率
を
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

今
の
若
い
世
代
は
、
社
会
貢
献
へ
の
意

識
が
高
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
先
に
述
べ
た

よ
う
な
主
権
者
教
育
が
あ
れ
ば
、
若
者
の

多
く
が
「
自
分
の
意
見
で
、
行
動
で
、
社

会
を
よ
り
よ
く
変
え
ら
れ
る
」
と
希
望
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
少
な
く

と
も
、
政
治
へ
の
無
関
心
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
政
治
に
無
関
心
だ
っ
た
私
に
も
、

最
近
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
昨
年
４
月
か
ら
役
場
で
農

地
関
連
の
補
助
金
や
有
害
鳥
獣
対
策
の
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
鳥
獣
被
害
を
受

け
た
と
い
う
農
家
さ
ん
と
話
を
し
て
い
た

と
き
の
こ
と
で
す
。｢

補
助
金
の
対
象
条
件

が
自
分
に
は
厳
し
す
ぎ
る
か
ら
、
農
作
物

が
や
ら
れ
る
の
は
仕
方
な
い
。
来
年
は
も

う
何
も
作
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い｣

。
農
家

さ
ん
の
、
絞
り
出
す
よ
う
な
つ
ぶ
や
き
で

し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
で
ど
う
声
を
か
け
れ
ば

よ
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

少
し
前
の
私
で
あ
れ
ば
悲
し
い
気
持
ち

を
抱
え
た
ま
ま
何
の
行
動
も
で
き
ず
終

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
今
は
違
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
選
挙
に
行
く
こ
と
が
社
会
を
変

え
る
一
歩
だ
と
知
っ
た
か
ら
で
す
。
農
家

さ
ん
や
職
場
の
先
輩
と
農
業
の
未
来
に
つ

い
て
話
を
す
る
中
で
、｢

自
分
に
は
関
係
な

い｣

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、自
分
の
興
味・

関
心
の
あ
る
分
野
で
政
治
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
こ
と
が
大
事
だ
と
気
付
い
た
か
ら

で
す
。

　

若
者
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
分
が
感
じ
て
い
る
社
会
へ
の

興
味
や
不
安
を
「
政
治
に
つ
い
て
考
え
る

第
一
歩
」
と
し
て
、
だ
れ
か
と
話
し
て
み

て
ほ
し
い
の
で
す
。
家
族
と
で
も
い
い
。

友
達
や
同
僚
と
で
も
い
い
。
一
緒
に
考
え
、

議
論
し
ま
し
ょ
う
。
世
の
中
へ
発
信
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
政
治
の
話
を
す
る
こ
と

が
当
た
り
前
の
社
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
未
来
を
担
う
私
た
ち
の
力
で
、
皆
が

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

政
治
の
話
を
す
る
こ
と
が

当
た
り
前
の
社
会
へ

　
令
和
４
年
の「
わ
け
も
ん
の
主
張
」宮
東
大
会
で
、

役
場
農
林
振
興
課
の
花
岡
誠
主
事
が
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
、県
大
会
で
発
表
し
ま
し
た（
書
類
選
考
）。

花岡　誠さん
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住民税非課税世帯などへ臨時特別給付金を支給
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中でさまざまな困難に直面した皆さんの暮らしを支
援するため、住民税非課税世帯などに対し１世帯当たり 10 万円の臨時特別給付金が支給されます。詳
しくは、本誌と一緒に配布されるチラシをご覧ください。
　なお、配偶者や親族からの暴力などから避難していることにより、住民基本台帳の登録と異なる市
町村に居住している人については、避難先の居住市町村が支給を行います。申請が必要となりますの
で、詳しくは福祉・児童家庭係にご相談ください。
　
　対象世帯／①住民税均等割非課税世帯
　　　　　　　基準日（令和 3 年 12 月 10 日）において綾町の住民基本台帳に登録があり、世帯全
　　　　　　　員の令和 3 年度住民税均等割が非課税である世帯
　　　　　　②家計急変世帯
　　　　　　　新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少し、世帯全員が住民税非課税相当と
　　　　　　　なった世帯

　申請方法／①住民税均等割非課税世帯
　　　　　　　対象となる世帯には役場から確認書を送付しますので、記載内容を確認のうえ同封の
　　　　　　　返信用封筒で返信してください。
　　　　　　②家計急変世帯
　　　　　　　給付金を受け取るには申請が必要です。
　　　　　　　※申請受付開始時期は、決まり次第役場ホームページでお知らせします。

■問い合わせ先／福祉・児童家庭係　☎７７－１１１４

　11 月号でお知らせした「もりりん健康マイレージ事業」には多く
の皆さんから応募がありました。ありがとうございました。抽選の
結果、当選された 50 人には、2 月下旬に賞品を発送しました。
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響で外出機会が減っています
が、感染対策をしながら引き続き健康づくりに取り組んでいきま
しょう。健康づくりのためにはまず、特定健診や栄養指導・保健指
導を受け、自分自身の健康状態を正しく知ることが重要です。健康
に不安を感じるときや健診・検診などについて問い合わせがある場
合は、健康センター（☎ 77-0195）にご相談ください。
　また、体力・筋力の維持や向上を目的に開催されている介護予防運
動（ミラクルジム、体幹トレーニング、いきいき百歳体操、らくら
く体操）にもぜひご参加ください。介護予防運動についてのお問い合わせは、地域包括支援センター

（☎ 77-3141）へお願いします。

■問い合わせ先／町民係　☎７７－３４６６

もりりん健康マイレージ事業の当選について
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綾町消防団の表彰
　新型コロナウイルスの感染拡大により中止となった令和4年の消防始め式で表彰を予定していた綾
町消防団員・関係者を紹介します。

・・　県知事表彰／指導員　坂本耕太郎さん
・・　県知事感謝状（家族表彰）／髙妻奈央美さん
・・　県消防協会長表彰功績賞／第 4 部部長　八村裕二さん
・・　同精績賞／第 6 部部長　杉田薫さん、第 7 部部長　四反田貴宏さん、第 8 部部長　倉田和幸さん
・・　県消防協会長感謝状（家族協力者）／節政陽子さん
・・　県消防協会東諸支部長表彰／第 2 部団員　近藤勝水さん、第 8 部団員　松元雄二さん
　　　　　　　　　　　　　　　女性消防団員　長友加奈さん
・・　綾町長感謝状／水難事故救助　押田和義さん、松元秀明さん、日高和幸さん

■問い合わせ先／危機管理係　☎７７－１１１２

　ひとりで悩んでいませんか？次のとおり相談窓口が開設されています。いずれも相談は無料です。

ワンストップ相談会
　法律・経済・健康・福祉・こころなどに関する相談ができます。予約は不要ですので直接、会場に
お越しください。なお、感染症の影響により変更になる場合があります。
　■日時／ 3 月 13 日（日）午前 10 時 30 分～午後 4 時（午後 3 時 30 分に受付終了）
　■場所／ MRT Micc（宮崎市橘通西 4 丁目）
　■問い合わせ先／県福祉保健課　☎ 44-2660

こころの電話相談（☎ 32-5566）
　■受付時間／平日の午前 9 時～午後 7 時

精神科医による個別診療相談（予約制）
　ストレス、うつ病、薬物依存やアルコール依存などについて本人や家族からの相談に応じます。
　■予約／県精神保健福祉センター　☎ 27-5663
　■場所／県総合保健センター 4 階（宮崎市霧島 1 丁目）

宮崎いのちの電話（☎ 0570-783556）
　■受付時間／日・月・水・金曜日の午後 9 時～翌朝 4 時、火・木・土曜日の午後 6 時～翌朝 4 時

NPO 法人国際ビフレンダーズ宮崎自殺防止センター（☎ 77-9090）
　■受付時間／月・水・金・日曜日の午後 8 時～ 11 時

自殺予防ポータルサイト（「ひなたのおせっかい」で検索）
　宮崎県が開設しているポータルサイト。SNS やメールでの相談ができます。

県教育委員会 24 時間子供 SOS ダイヤル（☎ 0120-078310）
　365 日 24 時間対応で生徒・保護者からの相談を受け付けます。

3月は「自殺対策強化月間」です
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税のひろば 税務係　☎77-1113

　健康増進や病気の予防のために健康診査や予防接種などの取り組みを行っている人が、自己または
生計をひとつにする配偶者や親族のために年間 12,000 円以上の対象医薬品を購入した場合は、セル
フメディケーション税制（医療費控除との選択適用）を受けることができます。ただし、健康診査な
どに要した費用は控除の対象外です。

適用を受けられる人
　・・　保険者（健康保険組合など）が実施する人間ドックや各種検診を受けた人
　・・　インフルエンザワクチンなどの予防接種をした人
　・・　勤務先で実施する定期健康診断を受けた人
　・・　特定健康診査や特定保健指導を受けた人
　・・　市町村が実施する健康診査やがん検診を受けた人

対象医薬品の範囲
　ドラッグストアなどで購入できる「スイッチ OTC 医薬品」が対象です。これは、医師によって処
方される医療用医薬品として使われている成分を含む市販薬のことで、購入した際のレシートに控除
対象であることが記載されています。
　対象となる医薬品の範囲や手続きに必要な書類など詳しい情報は、国税庁ホームページ
をご覧ください。右のＱＲコードからアクセスできます。

　軽自動車やバイクなどを持っていて転入・転出、廃車、譲渡をした場合は、所
定の手続きが必要です。軽自動車税は 4 月 1 日現在の所有者に課税されますの
で、早めに手続きを行ってください。軽自動車の所有者が亡くなった場合も届
け出が必要です。なお、軽自動車税の納期限は 5 月 31 日（火）です。

セルフメディケーション税制の手続き

軽自動車などの手続きについて

車種 手続き

原動機付自転車
（50・90・125cc）
小型特殊自動車

（農耕作業用ほか）

転入／役場でナンバー取り替えの手続きをしてください。
転出／転出先の市区町村役場でナンバー取り替えの手続きをしてください。
廃車／役場でナンバーの返納と廃車の手続きをしてください。
買い替え／役場で車台変更の手続きをしてください。
譲渡／譲受人の住所地の市区町村役場で名義変更の手続きをしてください。

軽自動車三輪
軽自動車四輪
（660ccまで）

転入・転出／軽自動車協会で住所変更の手続きをしてください。
廃車／軽自動車協会で車検証・ナンバーの返納と廃車の手続きをしてください。
譲渡／譲受人の住所地の軽自動車協会で名義変更の手続きをしてください。
　　　（県内の場合　軽自動車検査協会　宮崎事務所　☎050-3816-1760）

軽自動車二輪
（126～250cc）

小型二輪
（251cc以上）

転入・転出／運輸支局で住所変更の手続きをしてください。
廃車／運輸支局で車検証・ナンバーの返納と廃車の手続きをしてください。
譲渡／譲受人の住所地の運輸支局で名義変更の手続きをしてください。
　　　（県内の場合　宮崎運輸支局　☎050-5540-2088）
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税のひろば 税務係　☎77-1113

　令和 3 年分（令和 3 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日）の住民税および所得税の申告受付を行います。申
告は、感染症の予防対策のため予約制で受け付けています。必ず事前に電話でご予約ください。

申告の必要がない人
　・・　所得税の確定申告書を提出した人
　・・　所得が給与のみで、給与支払報告書を勤務先から綾町に提出している人
　・・　所得が公的年金のみで、公的年金等支払報告書を支払先から綾町に提出している人
　・・　同居の親族の扶養になっている人

必要書類
　・・　源泉徴収票（給与所得・公的年金など）または事業主からの支払証明書
　・・　事業所得者・不動産所得者は収支が分かる帳簿など
　・・　国民健康保険税、国民年金保険料、介護保険料、生命保険料、地震保険料などの控除を受ける
　　　人は、支払証明書または控除証明書
　・・　医療控除を受ける人は、医療費控除の明細書または医療費通知
　・・　印鑑、マイナンバーカードまたは通知カード、運転免許証や健康保険の保険証などの本人確認
　　　ができる書類、還付がある場合は金融機関の通帳

3 月の申告受付日程
　会場はすべて役場ロビー会議室です。感染症予防対策のため、事前予約をお願いしています。土・
日・祝日を除く午前 9 時～午後 5 時に税務係（☎ 77-1113）へ電話でご予約ください。

イオンモール宮崎の申告会場
　宮崎税務署が開設する申告相談会場は次のとおりです。混雑を避けるため、入場には入場整理券が
必要となります。入場整理券は LINE（ライン）での事前発行または会場での当日発行となりますが、
状況によっては後日の来場をお願いする場合があります。感染予防対策のため、自宅からスマートフォ
ンやパソコンで申告できる e-Tax をぜひご利用ください。

　日程／ 3 月 15 日（火）まで（土・日・祝日を除く）　午前 9 時～午後 4 時
　場所／イオンモール宮崎 2 階イオンホール

■問い合わせ先／宮崎税務署　☎29-2151（自動音声案内に従い「0」番を選択）

住民税・所得税の申告のお知らせ

日程 対象地区 受付時間 日程 対象地区 受付時間
3/1(火) 揚町  9:00～11:00

3/  7(月) 神下
 9:00～11:00

3/2(水) 宮原
 9:00～11:00 13:30～15:00
13:30～15:00 3/  8(火) 昭和・割付  9:00～11:00

3/3(木) 四枝
 9:00～11:00 3/  9(水)

全地区対象  9:00～11:00
13:30～15:30

13:30～15:00 3/10(木)

3/4(金)
西中坪  9:00～11:00 3/11(金)
南麓 13:30～15:30 3/14(月)

3/6(日) 全地区対象
 9:00～11:00 3/15(火)
13:30～15:30

スマートフォンでの申告は
右 の Ｑ Ｒ コ ー ド か ら

パソコンでの申告は
「確定申告」で検索

確定申告
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地域包括支援センター ☎77-3141

　4 月～ 6 月に行うミラクルジムと体

幹トレーニングの参加者を募集しま

す。体力・筋力の低下を感じたら運動

を習慣づけるようにしましょう。詳し

くは本誌2～3ページの特集記事と本

誌と一緒に配布されるチラシをご覧

ください。

　なお、感染症が拡大した場合には休講になること

がありますのでご了承ください。

　わが国は世界一の長

寿国です。人生 100 年

時代と言われますが、認

知症高齢者の人口は今

後も増加し、2025 年に

は高齢者の 5 人に 1 人、

国民の 17 人に 1 人が認

知症になると予測されています。

　認知症の高齢者を支える取り組みはますます重要

になっていきます。そこで、認知症に関する意識や

実態を調査するため、50 歳～ 80 歳を対象にしたア

ンケート調査票を 1 月に郵送しました。提出期限を

過ぎても回答を受け付けできますので、皆さんのご

協力をお願いします。

　回答内容を参考に、認知症の人やその家族が、認知

症発症予防から人生の最期を迎える段階まで症状に

応じて「いつ・どこで・どのような医療や介護サー

ビスが受けられるのか」といった適切なサービス提

供の流れをまとめた冊子を作成する計画です。

　地域包括支援センターでは、高齢者の健康や福

祉・医療、生活に関するさまざまな困りごと、どこ

に相談すればよいか分からないなどの悩みごとの相

談をお受けしています。ひとりで悩まず気軽にご相

談ください。ご家族からの相談も可能です。電話相

談、面談形式の相談があります。訪問もできますの

でまずはお問い合わせください。

■問い合わせ・相談先／地域包括支援センター☎77-3141

平日の午前 8時 30分～午後 5時 15分

　「喫茶きらく」は、綾町母子寡婦福祉会の協力によ

り毎月第 2 水曜日に神下公民館で行っている取り組

みです。感染症の予防対策をしながら、楽しく話し

をしたり運動やゲーム、手芸や調理などをしたりし

ています。

　1 月からは、来年度開講する

認知症サポーター養成講座受

講者にプレゼントする「ロバ

隊長＝写真右＝」を作っていま

す。手芸が得意な皆さんが心を込めて作ったかわい

らしいぬいぐるみです。どうぞお楽しみに。

　認知症サポーター養成講座や認知症勉強会は、多

くの皆さんが受講しています。認知症について正し

く学び、認知症の人もそうでない人も笑顔で元気に

暮らせる地域にしましょう。いずれも受講は無料で

す。開講を希望する場合は、地域包括支援センター

へご連絡ください。

喫茶きらく
■場所／神下公民館

■日程／毎月第 2 水曜日午前 10 時～午後 3 時

■内容／運動、ゲーム、手芸など

認知症サポーター養成講座
■対象／地域住民の集まり、事業所、生徒や保護者

　　　　向け学習会など 10 人以上のグループ

■所要時間／ 1 時間 30 分

■内容／認知症の症状の説明、治療・対応時の心得

　　　　など

認知症勉強会
■対象／地域住民の集まり

■所要時間／ 2 時間程度

■内容／認知症の症状の説明、認知症の予防法、悩

　　　　み相談など

「喫茶きらく」に寄ってみませんか ミラクルジム・体幹トレーニングの参加者募集

認知症に関するアンケートにご協力ください

ひとりで悩んでいませんか？
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子育て支援センター ☎77-1154

　新型コロナウイルスの感染拡大状況などにより、

行事は延期・中止する場合がありますのでご了承く

ださい。詳しくは子育て支援センターにお問い合わ

せください。

　　

  9 日（水）　親子教室「コアラ」
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／親子遊び

室内で運動遊具を使って遊びましょう。ハイハイ

のお子さんも参加可能です。

16 日（水）　誕生会
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 3 月生まれのお友達の誕生会

対象者にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

23 日（水）　ゆったり子育て教室
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／おしゃべり会

子どもの成長を振り返りながら仲間と一緒に楽し

くおしゃべりをしませんか？保育士による楽しい

出し物もあります。笑って令和 3 年度を終了しま

しょう。初参加の人も大歓迎です。

　3 月 3 日 は 耳 の

日 で す。 子 ど も は

ちょっとした不注意

から中耳炎や外耳炎

になることがありま

す。日ごろから耳の

健康に気を付けるようにしましょう。

ポイント
・・　耳を爪でひっかいたり、強くひっぱたりしない
・・　耳あかがたまっていないかこまめにチェック
・・　鼻をかむとき片方ずつ静かにかむ
・・　耳のそばで大きな音や声を出さないように

子育て支援センター（☎ 77-1154）
　経験豊富なスタッフが常駐し、親子遊びや誕生会、

講演会などの楽しい催しを行っています。また、一

時預かり保育（10 カ月～）や子育てに関する相談も

随時受け付けていますので、気軽にご利用ください。

あやっ子ケアルーム（☎ 77-3733）
　「子どもが急に発熱してしまったけれど、仕事を休

めない」。そんなときは、病児・病後児保育施設「あ

やっ子ケアルーム」をご利用ください。

　生後 6 カ月～小学 6 年生までお預かりします。在

宅育児のお子さんや町外在住のお子さんも利用でき

ます。利用には事前の登録が必要です。料金や利用

方法など詳しくはお問い合わせください。

3月の行事 耳の病気に気を付けて

あやっ子ケアルームをご利用ください！

今月のPHOTO

親子教室コアラ「劇あそび」

お誕生おめでとう
1月1日～31日に受付のあったお子さんです

藤島 朔玖 ちゃん［男］ R3.12.23 生
（ふじしま さく） 保護者：裕輔さん ［南麓］

田代 悠真 ちゃん［男］ R4.1.4 生
（たしろ ゆうま） 保護者：健さん ［神下］

杉野 絵美 ちゃん［女］ R4.1.7 生
（すぎの えみ） 保護者：元紀さん ［神下］

淵本 蒼 ちゃん［男］ R4.1.14 生
（ふちもと あおい） 保護者：晃平さん ［神下］

吉田 來依 ちゃん［女］ R4.1.14 生
（よしだ きい） 保護者：利喜さん ［北麓］

❸ごみを捨てたあとは
　しっかり手を
　洗いましょう！
石けんを使って、
流水で
手をよく
洗いましょう。
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健康センター ☎77-0195

無医地区巡回診療
広沢地区
　3月18日（金）12:00～12:45
倉輪地区
　3月18日（金）13:00～13:45

　3 回目の新型コロナワクチン集団接種

が 2 月から始まっています。65 歳以上

の接種のめどがつき次第、64 歳以下の

接種を行います。

　接種券をお持ちで個別接種するかかりつけ医など

の医療機関がない場合は、綾町新型コロナウイルス

予防接種コールセンターへお問い合わせください。

■問い合わせ先／綾町新型コロナウイルス予防接種

　　　　　　　　コールセンター　☎ 77-2020

　令和 3 年度の接種費用の助成は 3 月 31 日（木）

までです。接種希望者はかかりつけ医にご相談くだ

さい。町内の医療機関でも接種できます。

■対象／①過去に肺炎球菌ワクチンを接種したこと

がなく、令和 3 年度中に下記の年齢に当て

はまる人

②過去に肺炎球菌ワクチンを接種したこ

とがない 60 歳以上 65 歳未満の人で、心

臓・腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺

の日常生活活動が極度に制限される程度

の障がいを有する人およびヒト免疫不全

ウイルスにより免疫の機能に日常生活が

ほとんど不可能な程度の障がいを有する

人（おおむね身体障害者障害程度等級１級

に相当）

※過去に 23 価肺炎球菌の予防接種をした人

は対象外

■料金／ 2,000 円（対象者のうち生活保護受給者は

　　　　自己負担額免除）

　感染症対策のため予約制で

行います。各相談・離乳食教

室の参加希望者は事前に電話

でお申し込みください。

乳児相談
（おっぱい・育児相談）
■日時／ 3 月 10 日（木）午後 1 時 15 分～

■対象／乳児と母親

※乳児相談の希望者はバスタオルを、おっぱい相

談の希望者はタオルを持参のこと

１歳 6 カ月児健康診査
■日程／ 3 月 11 日（金）

■対象／令和 2 年 6、7、8 月生および未受診者

離乳食教室（5 ～ 11 カ月児）
■日時／ 3 月 24 日（木）午後 1 時～

おっぱい相談
■日時／ 3 月 24 日（木）午後 1 時 30 分～

　※希望者はバスタオルとタオルを持参のこと

各自治公民館で午前 9 時 30 分から行います。
※四枝地区のみ午後 1 時 30 分から

子育てに関する相談など 新型コロナワクチン接種（3回目）

高齢者肺炎球菌予防接種

お達者クラブ

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区
1日（火） 中堂 14日（月） 宮谷
3日（木） 上畑 15日（火） 四枝
4日（金） 古屋 16日（水） 揚町
7日（月） 宮原 17日（木） 麓
8日（火） 南麓 18日（金） 東中坪
10日（木） 倉輪 24日（木） 西中坪
11日（金） 北麓 28日（月） 立町

■問い合わせ先／綾町社会福祉協議会　☎77-3099

  65 歳（S31.4.2 ～ S32.4.1 生）
  70 歳（S26.4.2 ～ S27.4.1 生）
  75 歳（S21.4.2 ～ S22.4.1 生）
  80 歳（S16.4.2 ～ S17.4.1 生）
  85 歳（S11.4.2 ～ S12.4.1 生）
  90 歳（S  6.4.2 ～ S  7.4.1 生）
  95 歳（T15.4.2 ～ S  2.4.1 生）
100 歳（T10.4.2 ～ T11.4.1 生）
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綾てるは図書館 ☎77-0180

本を借りてみんなでひな山をつくろう
　新型コロナウイルス感染対策のため、次の期間に

行います。本を借りるごとに、館内に掲示されたひ

な山の絵にひな飾りを貼っていきます。本をたくさ

ん読んで、すてきなひな山を完成させましょう！

■期間／ 3 月 8 日（火）～ 30 日（水）

吉村晴菜さん・杉本由莉恵さんの作品展
　すてきな作品の数々をぜひご覧ください。

■期間／ 3 月 8 日（火）～ 20 日（日）

春のこども映画まつり
■期間／ 3 月 23 日（水）～ 4 月 3 日（日）

■場所／学習・視聴覚室

おはなし会　　　

■日時／毎週土曜日　午後 2 時～ 2 時 30 分

本のテーマ展示　「春／通園・通学準備」
■期間／ 3 月 15 日（火）～ 27 日（日）

絵本テーマ　「おひさま」
■期間／ 3 月 8 日（火）～ 27 日（日）

　広報誌 2 月号で、蔵書点検のための臨時休館の日

程を 3 月 9 日（水）～ 15 日（火）とお知らせしまし

たが、新型コロナウイルスの感染急拡大による 2 月

の休館中に行いましたので、上記期間は開館します。

新型コロナウイルス感染症の影響による行事
変更などの情報は、ホームページで随時お知
らせします。

http://www.aya-lib.jp

進路・就活コーナー
　進路や職業に関連する本

をはじめ、県内の学校案内、

試験・就職活動に関連する

資料を自由に閲覧できます。

　図書館に蔵書がない場合

は、アンケート用紙にご記入ください。もしくは職

員にお問い合わせをお願いします。なお、感染症の

影響で休館する場合がありますのでご了承ください。

　てるは図書館主催の令和 3 年度読書感想文コン

クール入賞者は次のとおりです（敬称略）。コンクー

ルの入選作品集は図書館にありますのでぜひご覧く

ださい。

小学校低学年の部
1 席／長友みゆ　 2 席／森山瑛太  3 席／濱田柊菜

小学校中学年の部
1 席／日髙優奈　 2 席／林 はる  3 席／横山結香

小学校高学年の部
1 席／斎藤娃璃　 2 席／桑畑心晴  3 席／迫田美咲

中学生の部
1 席／坂本美空　 2 席／迫田美純　3 席／吉田青空

３月の貸出事業

3月の催し

蔵書点検の日程が変わりました

気軽にご利用ください

令和３年度読書感想文コンクール入賞者

おすすめの本

[ 一般書 ]
○風刺画が描いた JAPAN
○日本野鳥の会のとっておきの野鳥の授業
○小さなサクサクタルト
○まるありがとう
〇同志少女よ、敵を撃て� 逢坂 冬馬　著
○一ノ瀬ユウナが浮いている� 乙一　著
○にっこり、洋食� 江國 香織　著
〇ニワトリと卵と、息子の思春期� 繁延 あづさ　著

[ 児童書 ]
○地下鉄のサバイバル
○おしりたんていププッとおりがみ
〇馬と明日へ� 杉本　りえ　作
○博物館の少女� 富安 陽子　著

※ほかにもたくさんの本が入っています
7日（月）、14日（月）
22日（火）、28日（月）3月の休館日
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　県庁前をスタート・ゴール地点とし

た第 12 回県市町村対抗駅伝競走大会

は、1 月 10 日に開催され、小学生から

一般までが12区間39.2㎞を駆け抜け

ました。

　綾町チームは、全員の走行距離が

2700㎞を超える走り込みを行い、大会

に臨みました。例年よりハイスピード

の展開に苦しみながらも精一杯たすき

を運び、町村の部 17 チームのうち 12

位でゴールしました。

　綾中学校の１年生 70 人が総合的な

学習の時間に新聞紙で作ったレジ袋約

500 枚が、1 月 13 日に手づくりほん

ものセンターに寄贈されました。

　佐藤弘空くん（尾立）は「SDG ｓ

の達成に貢献したいという思いで作っ

た環境にやさしい袋を皆に使ってほし

い」と話しました。新聞紙製のレジ袋

は雛山まつり期間中、マイバックを持

参していない利用客に提供される予定

です。

　7 回目となる照葉樹林クリーンアッ

ププロジェクトは 1 月 16 日に開催さ

れました。

　地元の中学生やボランティアら約

40 人が参加。綾北川沿いでペットボ

トルや自転車などのごみを拾いました。

約 2 時間の活動で約 3 トンも集まった

ごみを前に、参加者は「綾の自然を守る

ためにも SDGs に貢献するためにも皆

で行動しなければ」と話していました。

市町村対抗駅伝で
力走光る

中学生が
新聞紙レジ袋を寄贈 照葉樹林で清掃活動

生
涯
学
習

「
短
歌
教
室
」受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

朝
の
虹
山
か
ら
山
へ
弧
を
描
き
走
っ
て
渡
れ
狐き

つ
ね

の
嫁
入
り

夜
遊
び
の
好
き
な
ツ
バ
メ
も
居
る
ら
し
く
夕
べ

の
点
呼
三
羽
遅
刻
す

竹
下
　
恭
子
さ
ん
（
南
麓
）

河
野
　
圣
子
さ
ん
（
割
付
）

　

照
葉
樹
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
綾
に
住
む
作
者
な
ら
で
は
の
作
。
朝
の
虹
が
山
と
山
を
繋
い

で
い
る
。
狐
の
嫁
入
り
は
天
気
雨
（
日
照
り
雨
）
の
こ
と
で
、
晴
れ
て
い
て
も
雨
が
降
る
と

い
う
嘘
の
よ
う
な
状
態
を
、
何
か
に
化
か
さ
れ
て
い
る
感
じ
で
こ
う
呼
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
天
気
雨
の
時
に
は
狐
の
嫁
入
り
が
あ
る
と
の
伝
承
か
ら
、
早
く
渡
ら
な
い
と
虹
が
消

え
て
し
ま
う
よ
と
、
狐
の
嫁
入
り
に
心
を
寄
せ
て
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
に
誘
っ
て
く
れ
る
楽
し

い
作
品
。
令
和
３
年
度
の
第
11
回
若
山
牧
水
青
の
國
短
歌
大
会
入
賞
作
品
。

　

初
句
の
「
夜
遊
び
の
好
き
な
ツ
バ
メ
」、下
句
の
「
夕
べ
の
点
呼
三
羽
遅
刻
す
」
が
な
ん
と

も
楽
し
い
で
は
な
い
か
。
思
わ
ず
く
す
っ
と
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
巣
に
帰
る
ツ
バ
メ
が
た
ま

た
ま
遅
れ
て
き
た
だ
け
な
の
に
、〈
夜
遊
び
〉〈
点
呼
〉〈
遅
刻
〉
と
い
う
人
間
社
会
の
行
為
に

例
え
て
い
て
（
擬
人
化
）
面
白
い
。
こ
れ
ら
の
語
句
を
選
ん
だ
こ
と
が
こ
の
作
品
の
見
ど
こ

ろ
で
、
発
想
の
視
点
が
ユ
ニ
ー
ク
で
ユ
ー
モ
ア
感
覚
も
あ
り
読
者
に
ワ
ン
ダ
ー
（
驚
き
）
と

シ
ン
パ
シ
ー
（
共
感
）
を
誘
う
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
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くらしの情報［ 3 月 ］
　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

て
団
体
活
動
中
の
万
一
の
ケ
ガ
や

賠
償
責
任
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま

し
ょ
う
。
熱
中
症
や
突
然
死
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

◎
受
付
／
３
月
１
日
（
火
）
か
ら

◎
対
象
／
子
ど
も
会
、
自
治
会
、

運
動
ク
ラ
ブ
、
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
４
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ

◎
加
入
区
分
／
活
動
内
容
と
保
証

範
囲
、
年
齢
な
ど
で
８
区
分
に

分
か
れ
る

◎
掛
金
／
年
額
８
０
０
円
か
ら

◎
加
入
方
法
／

①
銀
行
な
ど
で
加
入
す
る
場
合
は
、

加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
指
定
銀
行
の
窓
口
へ
掛

金
と
と
も
に
提
出
（
振
込
手
数

料
が
必
要
）

※
加
入
依
頼
書
が
必
要
な
場
合

は
資
料
発
送
セ
ン
タ
ー
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
‐

２
２
２
４
１
０
）
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」

へ
請
求

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
加
入
す
る

場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ス

ポ
安
ね
っ
と
」
で
必
要
事
項
を

入
力
後
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
か
ら
掛
金
を
支
払
っ
て
く

だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎

県
支
部
☎
55
‐
３
１
３
６

　

綾
町
お
で
か
け
バ
ス
カ
（
１
０

０
円
バ
ス
専
用
カ
ー
ド
）
の
特
設

交
付
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
事
前
に
資
格
証
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
を
し

て
い
な
い
場
合
は
こ
の
機
会
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
受
付
期
間
／
３
月
２
日
（
水
）、

29
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～

正
午

◎
場
所
／
宮
交
バ
ス
綾
待
合
所

※
右
の
日
時
以
外
は
宮
崎
駅
・
宮

交
シ
テ
ィ
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
・
児
童
家
庭
係

☎
77
‐
１
１
１
４

　

巡
視
船
や
航
空
機
を
使
っ
て
、

日
本
の
海
の
治
安
と
安
全
を
守
る

海
上
保
安
官
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

海
上
保
安
官
採
用
試
験

◎
受
付
期
間
／
３
月
18
日
（
金
）

午
前
９
時
～
４
月
４
日(

月)

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
付

◎
第
１
次
試
験
日
／
６
月
５
日

（
日)

◎
採
用
予
定
数
／
約
30
人

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

（
特
別
）

◎
受
付
期
間
／
３
月
18
日
（
金
）

午
前
９
時
～
25
日
（
金
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
付

◎
第
１
次
試
験
日
／
５
月
15
日

（
日
）

◎
採
用
予
定
数
／
約
２
５
０
人

※
詳
し
く
は
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
９
８
７
‐
22
‐
３
０
２
２

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
３
月
22
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

上
下
水
道
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

綾
町
で
は
、
町
の
自
然
・
歴
史
・

文
化
か
ら
生
ま
れ
先
代
か
ら
受
け

継
い
だ
伝
統
の
味
、
技
術
を
持
つ

人
や
、
職
業
や
趣
味
活
動
な
ど
を

通
じ
て
優
れ
た
技
能
や
知
識
を
持

つ
人
を
「
綾
の
達
人
・
名
人
」
と

し
て
認
定
し
、
伝
承
す
る
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
希
望
者
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ

ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
係
☎
77
‐
１
１
８
３

　

交
通
災
害
共
済
は
、
町
村
で
組

織
す
る
特
別
地
方
公
共
団
体
が
取

お
知
ら
せ

１
０
０
円
バ
ス
交
付
申
請

水
質
検
査

海
上
保
安
官
に
な
り
ま
せ
ん
か

「
綾
の
達
人
・
名
人
」

登
録
し
ま
せ
ん
か

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

交通事故　原因の74％は
脇見・考えごと・安全不確認

　県内で起こった交通事故の原因
の約 74％は脇見・考えごと・安全
不確認によるものです。
　運転中に、スマートフォンや
カーナビが気になったり、同乗者
との会話に気を取られてしまった
りすることがありませんか？

　運転するときはすべてのドライバーに緊張感を持つ
ことが求められます。「交差点は事故が多いから特に気
を付けよう」「歩行者や自転車を見かけたら減速しよう」

「夕方は早めに点灯しよう」「信号のない横断歩道を渡ろ
うとする歩行者がいたら、必ず一時停止しなければ」と
常に緊張感をもって、交通事故を起こさないよう心がけ
てください。

（危機管理係）
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り
扱
っ
て
い
る
も
の
で
、
国
内
で

自
動
車
・
航
空
機
・
バ
ス
・
自
転

車
な
ど
で
交
通
事
故
に
あ
っ
た
人

に
対
し
、
各
種
見
舞
金
が
支
払
わ

れ
る
制
度
で
す
。

　

加
入
希
望
者
は
、
掛
金
を
持
参

の
う
え
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓

口
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

◎
共
済
期
間
／
４
月
１
日
（
金
）

～
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

◎
掛
金
／
一
人
当
た
り
年
５
０
０

円
◎
申
込
期
限
／
３
月
31
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

危
機
管
理
係
☎
77
‐
１
１
１
２　
　
　
　
　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
・
長
期
化
の
影
響
で
、
収
入

が
減
少
し
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

人
を
対
象
に
し
た
緊
急
小
口
資
金

お
よ
び
総
合
支
援
資
金
の
貸
付
申

請
は
、
新
規
の
人
の
み
３
月
31
日

（
木
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
77
‐
３
０
９
９

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
賃

借
を
行
う
際
の
目
安
と
し
て
賃
借

料
を
定
め
て
い
ま
す
。
契
約
す
る

場
合
に
は
、
当
事
者
間
で
よ
く
話

し
合
っ
て
賃
借
料
を
決
め
て
く
だ

さ
い
。

◎
金
額
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
）
／

・・
田
（
耕
地
整
理
な
ど
済
み
）

　

１
万
３
千
円

・・
田
１
万
円

・・
田
（
施
設
園
芸
）
４
万
５
千
円

・・
普
通
畑
／
１
万
円

※
貸
し
手
側
が
賦
課
金
を
負
担
し

て
い
る
場
合

※
消
費
税
別
の
金
額
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
77
‐
０
１
０
０

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
成
年
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
た
め
、
令
和
５
年
か
ら
18
～

19
歳
の
皆
さ
ん
も
裁
判
員
に
選
ば

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
候
補

者
に
選
ば
れ
た
場
合
は
、
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
地
方
裁
判
所

☎
23
‐
２
２
６
３

　

上
・
下
水
道
を
使
い
始
め
る
と

き
は
、
役
場
窓
口
で
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
使
用
開
始
日
の
３
日

前
ま
で
に
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
使
用
開
始
日
ま
で
に
提
出
が

難
し
い
場
合
は
、
上
下
水
道
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
転
出
・
転
居
・
長
期
不

在
な
ど
で
使
用
を
中
止
す
る
と
き

は
、
役
場
窓
口
ま
た
は
電
話
で
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
引
っ
越
し
を
し
て
い
な

く
て
も
、
使
用
者
名
義
の
変
更
が

あ
る
場
合
に
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

上
下
水
道
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
生
理
の
貧
困
」
を
支
援
す
る

た
め
不
要
に
な
っ
た
新
品
も
し
く

は
未
開
封
の
生
理
用
品
の
寄
付
を

募
る
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
寄
付
さ
れ
た
生

理
用
品
は
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
７
５
９
１

　

県
が
少
子
化
対
策
の
一
環
で
開

設
し
て
い
る
「
み
や
ざ
き
結
婚
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

Ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｍ

ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
」
で
は
、
会
員
制
の
お

見
合
い
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、
結
婚

を
希
望
す
る
男
女
の
お
見
合
い
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
綾
町
に
出
張
相
談

所
を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ご
家
族
に
よ
る
登
録

相
談
も
可
能
で
す
。
電
話
で
事
前

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◎
日
程
／
３
月
28
日
（
月
）

◎
会
員
資
格
／
20
歳
以
上
で
独
身

の
県
内
在
住
者
（
本
県
へ
の
転

入
を
検
討
し
て
い
る
人
も
可
）

相　

談

お
願
い

生
理
用
品
の
寄
付

生
活
資
金
の
貸
し
付
け

農
地
の
賃
借
料

18
歳
か
ら
裁
判
員
に

くらしの情報［ 3 月 ］

結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
所

引
っ
越
し
な
ど
の
と
き
に
は

使
用
開
始
・
中
止
の

手
続
き
が
必
要
で
す

令和4年度の農作業賃金の目安
　田植えや機械を使用する農作業の賃金は、毎年、改
定されます。令和 4 年度は次の標準金額を目安に、ほ
場の条件や作業内容などについて当事者間でよく話
し合って賃金を決めてください。

■問い合わせ先／農業委員会事務　☎77-0100

（10 アール当たり・消費税別）

田植え準備

荒起 5,000 円
荒代 4,000 円
植代 4,500 円
合計 13,500 円

田植え 機械植え 5,500 円

収獲
コンバイン（搬送料込み） 17,000 円
バインダー 8,000 円
ハーベスター 7,000 円

一般作業 男女とも（8 時間当たり） 6,600 円
※コンバインで収穫する際に倒伏や湿田などで作業が困難な場合は標準金
額に 2,000 円を上乗せしてください

15 広報あや



◎
登
録
方
法
／
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
入
会
を
申
し

込
み
、
宮
崎
・
延
岡
・
都
城
市

に
あ
る
い
ず
れ
か
の
セ
ン
タ
ー

に
必
要
書
類
を
提
出

※
綾
町
で
の
出
張
相
談
所
開
設
時

に
も
登
録
で
き
ま
す

◎
必
要
書
類
な
ど
／
登
録
料
１
万

　

１
千
円
（
２
年
間
有
効
）、独
身

証
明
書
、
健
康
保
険
証
、
写
真

付
き
の
身
分
証
、
写
真
２
点

※
両
親
な
ど
が
代
理
登
録
す
る
場

合
は
委
任
状
が
必
要

◎
宮
崎
セ
ン
タ
ー
の
開
所
時
間
／

月
・
木
・
金
曜
日
の
正
午
～
午

後
７
時
、
土
・
日
・
祝
日
の
午

前
10
時
～
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
／

み
や
ざ
き
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
☎
41
‐
４
１
１
０

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
人
や
心
配
ご
と
が
あ
る

人
は
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
綾
町
の
人
権
擁
護
委
員
／

　

早
川
ゆ
り
、
谷
口
秀
典

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
係
☎
77
‐
３
４
６
６

　

宮
崎
地
方
法
務
局
で
の
無
料
人

権
相
談
は
、
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
電
話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
電
話
相
談
の
受
付
時
間
／
平
日

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

０
５
７
０
‐
０
０
３
１
１
０

h
ttp

s://w
w

w
.jin

ken
.gp

.jp
/

　

長
引
く
感
染
拡
大
の
影
響
で
Ｄ

Ｖ（
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
）

が
増
え
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・・
県
女
性
相
談
所
（
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
22
‐
３
８
５
８

・・
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
60
‐
１
８
２
２

・・
宮
崎
地
方
法
務
局
（
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
８
１
０

・・
宮
崎
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」

　

☎
25
‐
２
０
５
７

・・
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎
（
性
暴

力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
38
‐
８
３
０
０

・・
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
５
２
１
０

　

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
就
労
に

関
す
る
就
業
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
相
談
無
料
。
そ
の
ほ
か
、
求

人
情
報
の
提
供
や
資
格
取
得
の
た

め
の
講
習
会
な
ど
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

◎
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分
（
要
予
約
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
希
望
す
る
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
22
‐
４
６
９
６

　
「
突
然
解
雇
さ
れ
た
」「
給
料
が

支
払
わ
れ
ず
困
っ
て
い
る
」「
職
場

の
上
司
や
同
僚
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
や

セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
」
な
ど

の
労
働
に
関
す
る
悩
み
は
県
労
働

委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
専
用
の
「
働
く
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
相
談
無
料
。

◎
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５

時
◎
専
用
電
話
／
26
‐
７
５
３
８

※
感
染
防
止
の
た
め
面
談
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
労
働
委
員
会

☎
26
‐
７
２
６
２

　

オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）で
の

就
職
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
参

加
無
料
（
通
信
費
は
自
己
負
担
）。

特
設
サ
イ
ト
か
ら
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
県
・
宮
崎
労
働

局
主
催
。

◎
対
象
／
県
内
で
の
就
職
を
希
望

す
る
学
生
お
よ
び
一
般

企
業
説
明
会

　

参
加
企
業
約
１
０
０
社
が
企
業

の
魅
力
な
ど
を
説
明
。
チ
ャ
ッ
ト

で
質
問
で
き
ま
す
。

◎
日
時
／
２
月
26
日
（
土
）、
27

日
（
日
）
の
午
前
10
時
～
午
後

５
時
10
分

座
談
会

　

参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
全
企
業
と
ウ
ェ
ブ
上
で
座
談
会

を
行
い
ま
す
。

◎
日
時
／
３
月
５
日
（
土
）、
６

日
（
日
）、
11
日
（
金
）、
12
日

（
土
）、19
日
（
土
）、20
日
（
日
）

の
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

特
設
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

s
://w

w
w

.m
iy

a
z
a
k
i-

fu
ru

sato
.co

m

　

県
内
の
企
業
約
80
社
が
参
加
す

る
「
２
０
２
２
み
や
ざ
き
春
の
オ

ン
ラ
イ
ン
就
職
応
援
フ
ェ
ア
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
無
料
、
入

退
場
自
由
。

◎
日
時
／
３
月
17
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時

◎
対
象
／
令
和
４
年
３
月
の
大

学
・
高
校
な
ど
の
卒
業
予
定
者
、

令
和
５
年
３
月
以
降
の
大
学
な

ど
の
卒
業
予
定
者
、
一
般
求
職

者
◎
定
員
／
３
０
０
人

◎
開
催
方
法
／
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
Ｇ
ａ
ｌ
ｉ
ｍ
ｏ

くらしの情報［ 3 月 ］

募　

集

ひ
と
り
親
の
就
業
相
談

労
働
相
談

県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

オ
ン
ラ
イ
ン

就
職
応
援
フ
ェ
ア

常
駐
人
権
相
談
所

Ｄ
Ｖ
相
談

人
権
擁
護
委
員
紹
介
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※
イ
ン
ス
ト
ー
ル
不
要

◎
参
加
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

h
ttp

s
://s

h
iftlo

c
a

l.jp
/

m
iyazaki-jo

b
fair

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
38
‐
８
８
２
３

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
勤
務
す
る

綾
町
役
場
の
会
計
年
度
任
用
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
勤
務
時
間
や
給

与
、
必
要
な
資
格
な
ど
は
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
募
集
職
種
／
て
る
は
図
書
館
司

書
、
保
育
士
、
事
務
職
ほ
か

◎
応
募
方
法
／
所
定
の
申
込
書
を

３
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
総
務

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
郵
送
の
場
合
は
３
月
10
日
の
消

印
有
効

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
係
☎
77
‐
１
１
１
２

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
勤
務
す
る

臨
時
教
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）
を
募
集
し
ま
す
。

◎
職
種
／
小
学
校
常
勤
講
師
お
よ

び
中
学
校
非
常
勤
講
師

◎
資
格
／
教
員
免
許

◎
申
込
方
法
／
３
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
採
用
願
を
教
育
総
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

学
校
教
育
係
☎
77
‐
１
１
８
３

◎
募
集
人
員
／
１
人

◎
勤
務
日
数
／
月
15
日
以
内

◎
勤
務
時
間
／
午
前
６
時
30
分
～

午
後
６
時
30
分
の
う
ち
６
時
間

（
早
番
・
遅
番
あ
り
）

◎
給
与
／
時
給
８
３
０
円
（
早
番

手
当
、
夏
季
・
冬
季
期
末
手
当

あ
り
）

◎
応
募
方
法
／
履
歴
書
を
郵
送
ま

た
は
持
参

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
／

綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里

☎
77
‐
３
０
６
６

〒
８
８
０
‐
１
３
０
３

綾
町
大
字
南
俣
６
１
５

感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
催

し
は
中
止
・
延
期
・
内
容
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
主
催
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
「
私
の
好
き
な
綾
」を
テ
ー
マ
に

寄
せ
ら
れ
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

入
賞
作
品
は
皆
さ
ん
の
投
票
で
決

定
し
ま
す
。

◎
展
示
・
投
票
期
間
／
３
月
３
日

（
木
）
ま
で

◎
場
所
／
綾
町
商
工
会
館
1
階

※
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
事
務
局

か
ら
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
観
光
協
会
事
務
局

☎
77
‐
３
４
６
４

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
国
際
女
性
デ
ー
（
３
月
８

日
）」
に
合
わ
せ
、人
権
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
日
本
国
憲
法
に
込
め

た
女
性
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
さ
ん
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映

し
ま
す
。
鑑
賞
無
料
。

◎
上
映
時
間
／

①
３
月
７
日
（
月
）
～
11
日
（
金
）

午
前
10
時
～
、
午
後
２
時
～

※
８
日
は
午
前
の
部
の
み

②
３
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
～
、

午
後
２
時
～

◎
場
所
と
定
員
／

①
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
各
回
10
人
）

②
県
庁
５
号
館
５
２
１
号
室
（
各

回
20
人
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
７
５
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
60
‐
１
８
３
３

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

in
fo

@
m

d
an

jo
.o

r.jp

　

宮
崎
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」
で
は
、85
歳
で

現
役
の
最
高
裁
判
所
判
事
と
し
て

活
躍
す
る
ア
メ
リ
カ
人
女
性
ル
ー

ス
・
ベ
イ
ダ
ー
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ

さ
ん
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
Ｒ
Ｂ
Ｇ　

最
強
の
85
歳
」を
上
映

し
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
を
楽
し

く
学
ぶ
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
鑑
賞
無
料
。

◎
日
時
／
３
月
18
日
（
金
）
午
後

６
時
30
分
～

◎
場
所
／
宮
崎
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

◎
定
員
／
40
人

◎
申
込
方
法
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

宮
崎
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
パ
レ
ッ
ト
」
☎
25
‐
２
０
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
25
‐
２
０
５
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

in
fo

@
p
al-let.jp

催
し
物

男
女
共
同
参
画
シ
ネ
マ

映
画
上
映
会

くらしの情報［ 3 月 ］

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
1
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

一
般
寄
付寄

付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

松
元　

安
光
／
野
菜
（
中
堂
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

押
川　

千
鶴
／
細
木　

チ
エ（
麓
）

萩
尾　

弘
信
／
文
子
（
揚
町
）

綾
小
・
中
学
校

臨
時
教
職
員（
求
人
）

会
計
年
度
任
用
職
員

追
加
募
集（
求
人
）

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の

パ
ー
ト
調
理
員（
求
人
）

私
の
好
き
な
綾

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
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